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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 13,815 △61.3 △3,048 ― △2,962 ― △577 ―

21年3月期第1四半期 35,743 ― 3,905 ― 3,778 ― 1,773 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純

利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △3.75 ―

21年3月期第1四半期 11.43 11.01

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 97,052 47,566 45.3 285.65
21年3月期 95,313 46,814 45.4 280.72

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  44,006百万円 21年3月期  43,247百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

平成22年３月期の配当金額は未定であります。 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 0.00 4.00
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

― ― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

31,000 △58.9 △1,400 ― △1,500 ― △900 ― △5.84

通期 70,000 △45.7 300 △97.0 0 △100.0 △300 ― △1.95
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な
事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、5ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

１．平成21年4月30日発表の連結業績予想を修正しておりません。上記業績予想は発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
２．平成22年3月期の配当金額は未定でありますが、決定次第すみやかに開示いたします。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期  156,556,683株 21年3月期  156,556,683株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  2,500,766株 21年3月期  2,499,598株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期  154,056,455株 21年3月期第1四半期  155,147,319株
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報
当第１四半期連結会計期間(平成21年４月～６月)におけるわが国経済は、世界的な景気後退

により、かつてないほど厳しい状況が続いております。当社の主要な需要先である建設機械・

自動車業界も在庫調整を行うなど、引き続き生産・販売が大幅に減少しました。
このような状況の中、当社グループといたしましては、大きな環境の変化を踏まえた緊急対

策を実行いたしました。具体的には、役員報酬のカット、一時帰休・賞与減額等による労務費
削減、社外業務の取り込みによる外注費削減を行うなど大幅な経費の削減に努めてまいりまし

た。
しかしながら、当第１四半期連結会計期間の売上高は前年同期比219億２千７百万円減収の

138億１千５百万円、経常利益は売上の減少並びに特殊鋼鋼材事業で操業の大幅低下に伴う
原材料の評価損を引当てたこともあり、前年同期比67億４千万円減益の29億６千２百万円の
損失となりました。また、当第１四半期純利益は、宇都宮製作所の土地建物売却等による
固定資産処分損益18億６千８百万円を特別利益に計上いたしましたが、前年同期比23億５千

１百万円減益の５億７千７百万円の損失となりました。
　事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。

［ばね事業］
自動車・建設機械用ばねの大幅な販売減の影響と、国内携帯電話機の需要減により売上高は、

前年同期比43.1％、37億１千７百万円減収の49億１百万円となりました。
営業利益は販売減の影響で、前年同期比４億６千万円減益の３億１千１百万円の損失を計上し

ました。

［素形材事業］
自動車、建設機械向け製品の大幅な販売減、在庫調整の影響を受け売上高は、前年同期比54.2

％、25億７千４百万円減収の21億７千８百万円となりました。営業利益は前年同期比５億８千６

百万円減益の１億６千９百万円の損失を計上しました。

［特殊鋼鋼材事業］
主要顧客である建機関連、トラック関連向け受注急減により売上高は、前年同期比82.8％、

164億５千９百万円減収の34億２千８百万円となりました。
営業利益は売上減少と原材料評価損引当等により前年同期比59億６千２百万円減益の31億円

の損失を計上しました。

［機器装置事業］
鉄構品が増加し売上高は、前年同期比10.5％、３億９百万円増収の32億７千２百万円となり

ました。
営業利益は高採算品の減少により前年同期比1.5％、６百万円減益の４億３千７百万円となり

ました。

［その他の事業］
流通及びサービス業等でありますが、売上高は前年同期比48.1％、６億６千１百万円減収の

７億１千４百万円、営業利益は前年同期比54.5％、４千６百万円減益の３千８百万円となりま
した。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

当第１四半期末の総資産は970億５千２百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億
３千８百万円増加しました。主な要因は、現金及び預金の増加、有価証券（譲渡性預金）

の増加、売上債権の減少、投資有価証券の増加等であります。

当第１四半期末の負債合計は494億８千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億
８千６百万円増加しました。主な要因は、仕入債務の減少、借入金の増加、未払法人税等

の減少等であります。

当第１四半期末の純資産は475億６千６百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億５千
２百万円増加しました。主な要因は、利益剰余金の減少、その他有価証券評価差額金の

増加等であります。

３．連結業績予想に関する定性的情報
平成22年３月期の連結業績予想につきましては、平成21年４月30日に公表いたしました

連結業績予想に変更はありません。

４．その他

（1）期中における重要な子会社の異動（連結の範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

該当する事項はない。

（2）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

①一般債権の貸倒見積高の算定方法
当第１四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著

しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見

積高を算定している。

②棚卸資産の評価方法
当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結

会計年度の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっている。

③固定資産の減価償却費の算定方法
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分

して算定する方法によっている。

④経過勘定項目の算定方法
合理的な算定方法による概算額で計上する方法によっている。

⑤法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法
法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要な

ものに限定する方法によっている。
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等や

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度にお

いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっている。
また、前連結会計年度末以降に経営環境等や一時差異等の発生状況に著しい変化が認

められた場合には、前連結会計年度決算において使用した将来の業績予測やタックス・
プランニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法により算出してい

る。
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（3）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更
請負工事に係る収益の計上基準については、従来請負金額５億円以上かつ工期１年超の工事

については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用していたが、「工事
契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する
会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連
決会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分につい
て成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例
法）を、その他の工事については工事完成基準を適用している。

なお、これによる損益に与える影響は軽微である。

（追加情報）
平成21年６月19日開催の当社定時株主総会において、取締役及び監査役の役員退職慰労金

制度廃止に伴う打ち切り支給議案が承認可決されました。
これに伴い、役員退職慰労引当金を全額取崩し、打ち切り支給額の未払額226百万円を固定

負債の「その他」に計上している。
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 8,932 7,378

受取手形及び売掛金 12,786 19,214

有価証券 5,000 －

商品及び製品 8,509 8,810

仕掛品 4,504 4,622

原材料及び貯蔵品 2,562 3,454

その他 7,063 3,908

貸倒引当金 △20 △5

流動資産合計 49,338 47,383

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 12,361 12,578

機械装置及び運搬具（純額） 11,547 11,897

その他（純額） 6,632 6,791

有形固定資産合計 30,541 31,267

無形固定資産 266 285

投資その他の資産   

投資有価証券 13,941 13,395

その他 3,005 3,022

貸倒引当金 △41 △41

投資その他の資産合計 16,905 16,376

固定資産合計 47,713 47,929

資産合計 97,052 95,313
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,705 18,141

短期借入金 9,889 10,496

1年内償還予定の新株予約権付社債 2,602 2,602

未払法人税等 1,127 1,592

その他 9,309 7,044

流動負債合計 36,634 39,877

固定負債   

長期借入金 9,226 5,544

退職給付引当金 2,168 2,172

役員退職慰労引当金 110 383

その他 1,345 521

固定負債合計 12,851 8,622

負債合計 49,486 48,499

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,924 9,924

資本剰余金 3,605 3,605

利益剰余金 31,062 31,640

自己株式 △1,064 △1,064

株主資本合計 43,527 44,105

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,843 865

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △1,365 △1,724

評価・換算差額等合計 478 △857

少数株主持分 3,560 3,566

純資産合計 47,566 46,814

負債純資産合計 97,052 95,313
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 35,743 13,815

売上原価 28,994 14,990

売上総利益又は売上総損失（△） 6,748 △1,174

販売費及び一般管理費 2,843 1,873

営業利益又は営業損失（△） 3,905 △3,048

営業外収益   

受取利息 26 10

受取配当金 159 119

その他 23 372

営業外収益合計 209 502

営業外費用   

支払利息 109 78

為替差損 196 －

持分法による投資損失 － 317

その他 30 20

営業外費用合計 336 416

経常利益又は経常損失（△） 3,778 △2,962

特別利益   

固定資産処分益 1 3,018

特別利益合計 1 3,018

特別損失   

固定資産処分損 2 1,150

投資有価証券評価損 － 3

関係会社株式売却損 2 －

たな卸資産評価損 149 －

特別損失合計 154 1,153

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

3,625 △1,097

法人税、住民税及び事業税 1,188 1,045

法人税等調整額 407 △1,501

法人税等 1,596 △456

少数株主利益又は少数株主損失（△） 255 △63

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,773 △577
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

3,625 △1,097

減価償却費 1,106 988

のれん償却額 5 2

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 15

受取利息及び受取配当金 △186 △130

支払利息 109 78

為替差損益（△は益） △5 △2

持分法による投資損益（△は益） － 317

固定資産処分損益（△は益） 0 △1,868

投資有価証券評価損益（△は益） － 3

関係会社株式売却損益（△は益） 2 －

たな卸資産評価損 149 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,588 6,446

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,553 1,345

仕入債務の増減額（△は減少） 3,932 △4,484

その他 294 851

小計 5,889 2,467

利息及び配当金の受取額 184 124

利息の支払額 △48 △83

法人税等の支払額 △3,803 △1,632

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,222 875

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △668 △641

有形固定資産の売却による収入 42 3,203

無形固定資産の取得による支出 △1 △0

長期前払費用の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

関係会社株式の売却による収入 7 －

貸付けによる支出 △8 △5

貸付金の回収による収入 24 24

その他 － 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △605 2,579

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,950 △300

長期借入れによる収入 － 3,500

長期借入金の返済による支出 △126 △123

自己株式の取得による支出 △1,002 △0

リース債務の返済による支出 △59 △40

配当金の支払額 △783 △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △21 3,033

現金及び現金同等物に係る換算差額 34 65

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,629 6,554

現金及び現金同等物の期首残高 4,924 7,378

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,554 13,932
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（4）継続企業の前提に関する注記

　当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当する事項はない。

（5）セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

ばね事業
（百万円）

素形材 特殊鋼 機器装置 その他の
計

（百万円）

消去
連結

（百万円）
事業 鋼材事業 事業 事業 又は全社

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する

 売上高 8,574 4,572 18,871 2,961 763 35,743 － 35,743

(2)セグメント間の

 内部売上高又は 44 180 1,016 1 613 1,855 (1,855) －

 振替高

計 8,619 4,753 19,887 2,962 1,376 37,598 (1,855) 35,743

　営業利益 149 417 2,862 444 84 3,958 (53) 3,905

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

ばね事業
（百万円）

素形材 特殊鋼 機器装置 その他の
計

（百万円）

消去
連結

（百万円）
事業 鋼材事業 事業 事業 又は全社

（百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する

 売上高 4,877 2,076 3,056 3,272 532 13,815 － 13,815

(2)セグメント間の

 内部売上高又は 24 101 371 － 182 679 (679) －

 振替高

計 4,901 2,178 3,428 3,272 714 14,495 (679) 13,815

営業利益又は営業損失（△） △ 311 △ 169 △ 3,100 437 38 △ 3,104 56 △ 3,048

(注)1. 事業区分の方法

当社は事業部を設け、事業部門ごとに利益管理を行っており、当社の事業部門及び連結子会社の事業内容を基礎として

事業を区分している。

2. 各事業部門に属する主要な製品等

事　業　区　分 主　要　製　品　名　等

ば ね 事 業

板ばね、巻ばね、ｽﾀﾋﾞﾗｲｻﾞ、ﾄｰｼｮﾝﾊﾞｰ、ｴｱｰｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝｼｽﾃﾑ、ｺｲﾙﾄﾞｳｴｰﾌﾞｽﾌﾟﾘﾝｸﾞ

精密部品、携帯電話及びﾋﾞﾃﾞｵﾑｰﾋﾞｰ用等各種ﾋﾝｼﾞ、情報通信機器用精密プレス品

内蔵ｱﾝﾃﾅ・ｺﾈｸﾀｰ等の樹脂・金属複合品、各種自動車部品・用品、ﾀｲﾔﾌﾟﾛﾃｸﾀｰ、ﾀｲﾔﾁｪｰﾝ

ｼｭｰﾌﾟﾚｰﾄ用ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

素 形 材 事 業
一般鋳造品、精密鋳造品、精密機械加工品、一般鍛造品、精密鍛造品

特殊合金素材及び同加工品、永久磁石、磁石応用部品、特殊合金粉末、同微粉末

特 殊 鋼 鋼 材 事 業 棒鋼（構造用合金鋼・機械構造用炭素鋼・ばね鋼・工具鋼・非調質鋼・快削鋼・軸受鋼ほか）

機 器 装 置 事 業 鍛圧機械、一般産業機械及びﾌﾟﾗﾝﾄ、鉄構品、環境機器、磁選機、搬送装置、計装機器、防振装置

そ の 他 の 事 業 海上運送、貨物自動車運送、倉庫　ほか
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3. 会計方針の変更

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間から、棚卸資産の評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）に変更して

いる。

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が19百万円、素形材事業が56百万円、特殊

鋼鋼材事業が40百万円それぞれ減少している。

（追加情報）

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計

期間から、有形固定資産の機械装置の耐用年数については法人税法の改正を契機として資産の利用状況等の見直しを

行い、一部の資産について耐用年数を短縮して減価償却費を算定する方法に変更している。

これにより、従来の方法によった場合と比較し、営業利益は、ばね事業が６百万円、素形材事業が12百万円、機器

装置事業が５百万円それぞれ減少している。

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が90％を超えているため、記載を省略している。

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

日本
（百万円）

北米
（百万円）

アジア
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高

(1)外部顧客に対する

 売上高 13,131 － 684 13,815 － 13,815

(2)セグメント間の

 内部売上高又は 190 － 901 1,092 (1,092) －

 振替高

計 13,321 － 1,586 14,908 (1,092) 13,815

営業利益又は営業損失(△) △ 3,023 △ 8 △ 63 △ 3,095 47 △ 3,048

(注)1. 国又は地域の区分は、地理的近接度によっている。

2. 日本以外の区分に属する国

北　米 ・・・・ アメリカ、カナダ

アジア ・・・・ 中国、フィリピン、タイ、インドネシア
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【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、記載を省略している。

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

北米 アジア その他 計

Ⅰ 海　外　売　上　高 419 1,326 162 1,907

Ⅱ 連　結　売　上　高 13,815

Ⅲ 連結売上高に占める 3.0 9.6 1.2 13.8
海外売上高の割合（％）

（注） 1. 国 又 は 地 域 の 区 分 は 、 地 理 的 近 接 度 に よ っ て い る 。

2. 各 区 分 に 属 す る 主 な 国 又 は 地 域

北　米 ・・・・・・・・・・ アメリカ、カナダ

アジア ・・・・・・・・・・ 韓国、中国、フィリピン、タイ、インドネシア

その他 ・・・・・・・・・・ 欧州、南米、オセアニア

3. 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高である。

（6）株主資本の著しい変動に関する事項

当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

該当する事項はない。
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